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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域共生社会とは高齢者や障害を持つ人たちを地域で支え合うという考え方
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自然発生的なご近所同士の声のかけあい、気づかいをより取り組みやすくするために一歩踏み込んだ支え合いにするためには？？、必要最低限ルールや仕組みの取り決めが大事。近年（特に都市部）、近所の人と日常的な行き来や助け合ったりする姿が見かけなくなってきた、その一方、例えば災害（平成７年、阪神淡路大災害／ボランティア元年）への備え、孤立死への問題意識から地域でのつながりの重要性が改めて認識されつつある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域共生社会とは高齢者や障害を持つ人たちを地域で支え合うという考え方
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域共生社会とは高齢者や障害を持つ人たちを地域で支え合うという考え方
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プレゼンテーションのノート
地域共生社会とは高齢者や障害を持つ人たちを地域で支え合うという考え方
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域共生社会とは高齢者や障害を持つ人たちを地域で支え合うという考え方
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